
横
川

景
三
の
人
と

　
i
東
山
時
代
漢
文
学
の

作
品

一
断
面
1

蔭

木

英

雄

　
横
川
景
三
（
一
四
二
九
～
一
四
九
三
）
は
、
東
山
文
化
の
推
進
者
た
る
足
利
義

政
の
よ
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
の
時
代
の
文
化
を
象
徴
す
る
東
山

山
荘
の
造
営
に
あ
た
っ
て
は
、
東
求
堂
の
襖
の
十
号
画
様
を
同
朋
衆
の
相
阿
や
鹿

野
助
（
狩
野
正
信
）
と
評
議
し
（
蔭
涼
軒
日
録
、
以
下
日
録
と
略
称
、
文
明
十
七

年
十
二
月
十
七
日
の
条
）
持
仏
堂
の
命
名
の
諮
問
に
応
じ
て
”
東
求
堂
”
の
名
を

献
じ
（
日
録
、
文
明
十
八
年
正
月
十
七
日
の
条
）
　
”
潮
音
洞
”
　
”
弄
清
亭
”
　
”
漱

陰
影
”
　
”
掬
清
”
の
字
を
清
書
し
た
り
（
長
享
元
年
十
二
月
廿
六
日
廿
七
日
の

条
）
す
る
な
ど
、
時
の
蔭
涼
軒
主
の
亀
泉
集
配
が
、

　
　
　
　
　
　
（
足
利
義
政
）

　
横
川
和
尚
事
、
慈
照
相
公
平
生
御
崇
敬
事
也
。
（
延
徳
二
年
十
一
月
五
日
の
条
）

と
記
す
の
も
当
然
な
ほ
ど
、
義
政
の
文
化
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
次
の
文
章
は
、
延
徳
三
年
正
月
廿
五
日
、
将
軍
義
材
が
父
の
足
利
義
視
の
茶

毘
の
法
会
の
際
に
、
亀
泉
と
交
し
た
会
話
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
泉
）

　
「
今
五
岳
之
中
、
能
僧
誰
也
。
」
愚
謹
日
、

　
「
五
六
輩
有
レ
之
、
各
争
二
機
鋒
一
。
南
禅
有
二
蘭
披
和
尚
一
、
相
国
有
二
月
翁
和
尚
・

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
横
川
和
尚
一
、
建
仁
有
二
天
隠
和
尚
・
正
宗
和
尚
一
、
東
福
有
二
了
庵
和
尚
一
、
是

横
塀
景
三
の
人
と
作
品

　
也
。
」

　
「
此
内
執
出
レ
群
」
愚
曜
日
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
横
川
出
レ
群
者
也
。
五
岳
之
諸
尊
宿
、
釜
座
拮
香
、
諸
御
仏
事
、
話
者
詩
文

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
等
迄
、
亦
皆
得
二
横
川
潤
色
一
、
以
行
レ
之
。
況
五
二
後
生
之
者
一
罪
。
加
レ
之
手
蹟

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
聲
明
等
亦
絶
倫
也
。
以
レ
故
慈
照
相
公
御
崇
敬
、
無
二
此
類
㌔
」
（
傍
点
筆
者
）

亀
泉
は
横
川
と
同
じ
く
播
州
の
出
身
で
、
同
郷
の
誼
み
か
ら
や
や
誇
大
し
て
推
賞

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
五
山
の
禅
林
の
中
で
横
川
の
文
筆
の

才
は
高
く
評
価
せ
ら
れ
、
彼
は
糟
紳
の
漢
文
学
の
衰
退
せ
る
東
山
時
代
の
日
本
漢

文
学
を
代
表
す
る
一
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
横
川
景
三
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
既
に
玉
村
竹
二
氏
の
要
を
得
た
紹
介
が
あ
る

の
で
（
五
山
文
学
結
集
第
一
巻
　
解
説
）
本
稿
で
は
壇
な
略
箋
昭
を
記
す
に
と
ど
め
、
彼
の
詩
文

に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
略
年
譜
（
数
字
は
横
川
の
数
え
年
）

　
永
享
元
年
　
1
　
播
磨
の
赤
松
（
現
在
は
上
郡
町
）
に
生
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
o
「
正
徹
物
語
」
成
る

八
五
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横
川
景
三
の
人
と
作
品

　
　
四
年
　
4

　
　
十
年
　
1
0

嘉
吉
元
年
　
1
3

寛
正
二
年
　
3
3

応
仁
元
年
　
3
8

文
明
四
年
　
4
4

　
　
十
年
　
5
0

　
十
二
年
　
麗

十
七
年
置
5
7

長
享
元
年
　
5
9

二
年
越
6
0

延
徳
二
年
　
6
2

　明
＿座＿
一肩二年年年

65　M　63

相
国
寺
常
徳
院
の
喝
食
と
な
る
。

天
竜
寺
慈
済
塔
下
に
寓
し
、
次
い
で
西
芳
寺
に
移
る
。

竜
淵
本
珠
の
室
に
入
り
、
曇
仲
道
芳
の
三
十
三
回
忌
に
そ
の
頂
相
を
拝

し
て
法
を
嗣
ぐ
。

o
将
軍
義
教
、
赤
松
江
戸
に
試
せ
ら
る
。
　
（
嘉
吉
の
乱
）

瑞
選
出
鳳
よ
り
「
小
補
」
の
軒
号
を
受
く
。

Q
こ
の
年
京
で
餓
死
者
八
万
余
と
い
う
　
Q
「
さ
ざ
め
ご
と
」
成
る
。

八
月
、
桃
源
瑞
仙
ら
と
共
に
乱
を
避
け
近
江
慈
雲
寺
に
寓
す
。

十
一
月
、
桃
源
と
永
源
寺
竜
門
庵
に
寄
寓

。
音
阿
弥
没
す
　
o
桃
源
は
史
記
抄
執
筆

帰
京
、
細
川
勝
元
の
手
に
成
る
「
小
補
庵
」
に
住
す

三
月
、
等
持
寺
に
入
院

七
月
、
相
国
寺
住
持
の
公
帖
を
受
け
る
。
　
（
入
院
せ
ず
）

。
こ
の
翌
年
、
一
休
没
す

四
月
馬
相
国
寺
に
入
院
（
わ
ず
か
十
日
間
）

Q
西
指
庵
完
成

十
一
月
、
南
禅
寺
公
帖
を
旧
く
（
入
院
せ
ず
）

o
足
利
義
尚
近
江
に
出
陣

四
月
、
相
国
寺
に
入
寺

。
観
音
堂
（
銀
閣
）
建
て
ば
じ
む
。
宗
祇
の
水
無
瀬
三
吟

五
月
、
鹿
苑
僧
録
に
請
わ
れ
た
が
一
乗
寺
村
投
老
庵
に
隠
る

・
義
政
没
す

六
月
、
臨
川
寺
三
会
院
塔
主
と
な
る

十
二
月
、
鹿
苑
院
塔
主
と
な
り
僧
録
の
事
を
司
る

七
月
、
蔭
三
三
を
兼
ね
る

十
一
月
十
七
日
、
相
国
寺
常
徳
院
内
小
補
軒
で
示
寂

　
ま
ず
横
川
の
文
学
活
動
を
三
期
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
期
は
、
彼
が
応

仁
の
大
乱
の
兵
火
を
避
け
て
近
江
に
行
く
迄
の
在
京
時
代
で
、
彼
の
外
集
の
名
で

八
六

言
え
ば
、
　
『
小
補
集
』
と
『
補
庵
集
』
の
時
代
で
あ
り
、
第
二
期
は
、
近
江
時
代

と
も
言
う
べ
き
四
年
八
ケ
月
の
短
い
期
間
で
、
　
『
端
補
東
遊
集
』
　
『
小
弓
東
遊
後

集
』
　
『
小
補
東
遊
三
三
』
に
収
め
ら
れ
る
詩
文
を
製
作
し
た
時
代
、
第
三
期
は
、

文
明
四
年
四
月
に
帰
京
し
て
以
後
の
二
十
年
間
に
わ
た
る
長
い
時
期
で
あ
る
。

前
・
後
・
続
・
別
・
新
・
外
（
上
下
）
の
七
部
の
『
補
庵
京
華
集
』
の
彪
大
な
作

品
は
、
詩
風
の
変
遷
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
一
つ
の
時
期
に
ま
と
め
る
こ

と
に
し
た
。

第
　
一
　
期

　
前
掲
の
略
年
譜
で
も
わ
か
る
通
り
、
十
三
歳
以
後
の
横
川
の
青
少
年
時
代
に
つ

い
て
は
殆
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
師
の
曇
仲
道
芳
に
は
死
後
に
法
を
嗣
い
だ
の
で
、

そ
の
文
学
的
影
響
は
直
接
的
に
は
受
け
て
い
な
い
。
慢
言
は
、
　
「
東
山
養
旧
記
」

に
よ
る
と
四
六
疏
の
名
手
で
あ
り
、
又
『
小
忌
東
遊
集
』
の
祓
文
で
は
、
絶
海
中

（
1
）

津
と
同
席
し
て
作
っ
た
彼
の
聯
句
は
、
後
進
の
徒
に
よ
っ
て
伝
写
せ
ら
る
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

秀
句
で
あ
っ
た
と
い
う
。
横
川
の
文
学
上
の
師
は
主
に
瑞
渓
国
財
で
あ
っ
た
。

　
後
に
忌
避
職
を
勤
め
た
益
之
宗
箴
が
応
仁
二
年
に
書
い
た
「
前
韻
詩
十
章
奉
酬

龍
門
横
川
丈
人
座
右
井
叙
」
と
い
う
文
章
の
中
に
、

　
　
　
　
（
相
国
寺
）
　
（
横
川
）

　
余
曽
在
二
承
天
一
、
與
二
丈
人
一
交
古
往
來
者
、
泊
二
障
十
号
年
一
。
相
野
未
下
曽
離
二

　
文
字
一
而
談
上
、
逸
聞
二
者
散
文
駐
騨
之
傑
語
一
、
而
如
レ
螢
レ
蒙
。
ホ
相
図
集
、
則

　
探
レ
題
賦
レ
詩
、
託
レ
物
聯
レ
句
、
句
後
必
恣
二
同
語
一
、
而
践
レ
燭
以
罷
。
其
相
共

　
譜
諺
、
又
猶
如
ヨ
尤
延
之
々
於
二
楊
萬
里
一
、
而
有
甚
焉
。

と
い
う
の
が
あ
る
。
応
仁
二
年
ま
で
置
数
年
間
と
い
え
ば
、
横
川
の
十
四
・
五
歳

の
時
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
青
少
年
時
代
の
詩
文
の
交
り
を
益
之
は
回
想
し
て
、
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宋
の
尤
表
と
楊
万
里
の
交
友
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
横

　
川
の
少
年
時
代
を
語
る
数
少
い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
元
三
春
撒
慧
齢
回
催
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
春
と
新
年
と
一
に
併
せ
回
り
　
　
　
　
　
　
　
春
與
新
年
一
三
回

　
人
と
し
て
詩
を
催
さ
る
と
道
わ
ざ
る
無
し
　
　
　
無
人
不
道
被
詩
催

　
風
流
の
諸
老
　
小
元
祐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
流
諸
老
小
元
祐

　
前
度
の
秦
蘇
　
又
再
来
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
度
秦
時
又
再
來

　
　
。
一
十
和
尚
“
相
国
寺
寿
徳
院
内
の
北
禅
軒
に
い
た
瑞
渓
周
鳳
の
こ
と
。
こ
の
時
六
十

　
　
四
歳
。
　
。
元
祐
1
1
宋
の
哲
宗
の
年
号
。
こ
こ
は
三
障
ら
の
諸
老
が
、
蘇
東
披
の
詩
体

　
　
の
元
祐
体
を
と
る
を
い
う
。
　
o
前
度
秦
蘇
”
劉
萬
錫
の
再
遊
玄
都
劇
詩
の
温
度
二
郎

　
　
今
又
来
の
句
の
劉
郎
を
秦
蘇
に
代
え
た
。
秦
蘇
は
旧
観
と
蘇
東
披
の
こ
と
。

元
日
と
立
春
が
重
な
る
の
は
享
徳
三
年
、
す
な
わ
ち
横
川
が
二
十
六
歳
の
事
で
あ

る
。
承
句
の
用
字
は
や
や
冗
慢
で
あ
り
、
諸
老
師
を
元
祐
体
の
詩
人
の
再
来
と
い

う
の
は
、
当
時
の
禅
林
詩
壇
の
風
潮
を
ふ
ま
え
て
の
最
大
級
の
称
賛
の
辞
で
あ

る
。
結
句
は
語
注
に
示
し
た
よ
う
な
故
事
に
拠
っ
た
語
で
、
横
川
の
謀
計
と
衝
学

趣
味
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
小
補
集
』
中
の
最
も
早
い
時
期
の
作
品
と
い
う
だ
け
で
、

お
義
理
に
も
秀
作
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
　
　
遠
舳
残
雪

　
　
　
　
　
　
あ
た
り

　
鵤
影
の
没
す
る
辺
　
嵐
気
収
ま
り
　
　
　
　
　
　
鴉
影
響
思
想
氣
収

　
数
峯
の
残
雪
　
日
は
西
に
盗
る
　
　
　
　
　
　
数
峰
淺
雪
日
西
流

　
眉
心
　
憔
惇
す
　
文
君
の
黛
　
　
　
　
　
　
　
眉
心
淫
情
文
書
黛

　
万
餅
の
春
愁
　
白
頭
を
吟
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
解
春
愁
吟
白
頭

　
　
o
文
運
H
漢
の
卓
文
君
。
卓
王
孫
の
女
で
司
馬
相
如
に
嫁
す
。
相
如
が
茂
陵
の
女
を
妾

横
川
景
三
の
人
と
作
品

　
　
に
し
よ
う
と
し
た
時
、
　
「
白
頭
吟
」
を
作
る
。

遠
い
山
の
残
雪
か
ら
横
川
が
連
想
す
る
の
は
卓
文
君
の
眉
黛
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼

の
胸
に
ひ
ろ
が
る
春
愁
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
は
や
ぶ
さ
の
如
く
澄
刺
と
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
と
し

青
春
は
、
三
十
の
歳
も
間
近
く
衰
え
な
ん
と
し
、
落
日
に
向
か
っ
て
白
頭
を
吟
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
の
は
横
川
自
身
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
詩
風
は
、
江
西
竜
派
か
ら
希
世
霊
彦
へ
と

連
な
る
延
長
線
上
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
浴
　
梅

　
一
日
　
梅
無
く
ん
ば
　
俗
了
の
人
　
　
　
　
　
　
　
一
日
無
梅
俗
了
人

　
　
　
き
ず
つ

　
霜
に
辛
き
　
雪
に
苦
し
み
　
未
だ
全
き
春
な
ら
ず
　
霜
辛
雪
苦
未
語
言

　
温
湯
に
蛍
雪
つ
　
朧
宮
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
湯
影
落
翌
翌
月

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
ら

　
又
　
花
中
に
浴
す
　
冷
な
る
一
真
　
　
　
　
　
　
　
一
浴
花
中
冷
一
図

　
　
o
駿
宮
阿
楊
貴
妃
の
住
ん
で
い
た
驕
山
宮
で
温
泉
が
あ
っ
た
。
　
。
太
真
口
宇
宙
を
構

　
　
成
す
る
陰
陽
の
二
気
。
又
、
楊
黒
雲
を
い
う
。

零
梅
と
い
う
の
は
文
字
通
り
浴
湯
の
中
に
梅
花
を
入
れ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

か
か
る
風
習
が
こ
の
頃
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
寡
聞
の
私
は
知
ら
な
い
。
横
川

は
第
一
句
で
、
宋
の
方
面
の
”
有
レ
梅
無
レ
雪
不
二
精
神
一
有
レ
細
書
レ
詩
俗
了
人
”

と
い
う
対
句
を
念
頭
に
置
い
て
、
限
り
な
い
梅
へ
の
愛
着
を
う
た
う
。
岩
梅
－
温

泉
－
驕
山
一
楊
貴
妃
1
太
真
と
連
想
を
つ
な
い
で
い
く
の
も
、
又
、
清
洌
な
る
梅

花
と
艶
麗
な
る
楊
貴
妃
、
霜
雪
と
温
泉
と
の
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
あ
わ
せ

る
手
法
も
、
や
は
り
江
西
ら
と
同
じ
詩
風
で
あ
る
。
当
時
の
五
山
の
詩
僧
は
、
梅

枝
と
太
極
と
を
結
び
つ
け
て
詠
ず
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
横
川
も
梅
花
と
い
っ

し
ょ
に
陰
陽
の
眠
気
を
意
味
す
る
太
真
を
吟
ず
る
。
む
ろ
ん
、
彼
の
主
題
は
宇
宙

の
理
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
月
下
に
湯
あ
み
す
る
楊
貴
君
の
美
の
情
趣
気
分
に
あ

八
七
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横
川
景
三
の
人
と
作
品

つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
読
漁
父
辞

　
朝
に
西
楚
に
遊
び
　
暮
に
は
南
湘
　
　
　
　
　
　
活
動
匝
瑳
暮
南
湘

　
忍
ぶ
べ
し
　
衆
人
醒
む
る
も
亦
狂
な
る
を
　
　
　
可
忍
衆
人
醒
手
腕

　
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
縦
い
　
槍
浪
を
変
じ
て
春
酒
と
冠
す
と
も
　
　
　
縦
，
攣
槍
野
作
春
酒

　
酔
眼
　
終
に
漁
郎
に
向
か
わ
ず
　
　
　
　
　
　
酔
顔
終
不
向
漁
郎

屈
原
は
故
国
を
放
逐
さ
れ
、
　
”
顔
色
憔
甘
し
形
容
枯
槁
”
し
て
放
浪
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

っ
て
、
西
楚
南
湘
の
風
光
を
賞
で
て
遊
ん
だ
の
で
は
な
い
。
届
原
は
、
　
”
衆
人
皆

酔
い
た
り
、
我
の
み
独
り
温
む
”
と
先
覚
者
の
苦
し
み
を
嘗
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
横
川
の
承
句
は
、
　
”
醒
め
て
い
る
の
は
衆
人
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も

狂
な
の
だ
”
と
逆
に
う
た
う
。
彼
は
、
　
”
煩
．
悩
即
菩
提
”
と
い
う
よ
う
な
禅
宗
独

特
の
逆
説
的
舌
鋒
で
、
　
”
醒
亦
狂
”
と
喝
破
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
ん
な
に

横
川
を
買
い
か
ぶ
り
は
し
な
い
。
次
の
転
・
結
の
句
も
畢
寛
、
茶
化
し
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
近
江
へ
の
旅
行
文
や
、
晩
年
の
生
活
な
ど
か
ら
う
な
ず

け
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
丁
亥
元
日
試
筆

　
白
髪
　
春
に
逢
う
は
　
今
幾
回
ぞ
　
　
　
　
　
　
白
髪
逢
春
意
幾
重

　
　
　
　
　
　
ま
た

　
老
い
来
れ
ば
　
復
花
に
催
さ
れ
ず
　
　
　
　
　
　
老
來
不
復
被
花
催

　
無
能
な
れ
ど
味
有
り
　
飯
三
合
　
　
　
　
　
　
　
無
能
有
三
飯
三
合

　
萬
歳
千
秋
酒
一
杯
　
　
　
　
　
　
　

萬
歳
千
秋
酒
一
杯

　
　
　
　
　
雲
鵠
少
年
見
レ
和
又
求
レ
詩
、
次
二
重
画
一
云

　
人
間
の
変
化
は
　
呂
と
成
回
の
ご
と
く
　
　
　
　
人
間
礎
化
呂
輪
回

　
夢
に
　
隣
家
に
春
色
を
催
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
夢
被
隣
家
春
色
催

八
八

　
治
乱
興
亡
花
　
一
笑
　
　
　
　
　
　
　
治
齪
興
亡
花
一
笑

　
百
年
　
三
万
六
千
杯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
年
三
萬
六
千
杯

　
　
◎
呂
成
回
1
1
八
仙
人
の
一
人
の
唐
の
呂
洞
賓
（
号
は
回
先
生
）
と
、
子
路
の
弟
子
で
、

　
　
子
路
に
君
子
と
し
て
推
重
さ
れ
た
成
回
。

応
仁
元
年
丁
亥
は
横
川
の
三
十
八
歳
の
春
で
あ
る
。
ま
だ
”
白
髪
”
　
”
老
来
”
と

詠
ず
る
年
で
も
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
詩
人
の
”
光
陰
隙
駒
”
を
嘆
じ
て
老

人
ぶ
る
ポ
ー
ズ
を
抵
抗
も
な
く
模
倣
す
る
。
　
廿
六
歳
の
元
日
に
は
　
”
無
二
人
不
ワ

道
レ
被
二
詩
催
7
（
元
日
立
春
）
と
詠
じ
た
の
だ
っ
た
が
、
十
二
年
を
経
た
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

歳
の
新
春
に
は
”
老
来
天
工
復
命
二
花
屋
一
”
と
部
分
否
定
の
語
法
を
用
い
、
さ
ら

に
”
夢
被
二
隣
家
春
色
催
7
と
歌
っ
て
い
る
。
結
局
、
ど
う
歌
お
う
が
、
又
、
自

分
が
無
能
に
な
ろ
う
が
、
天
下
の
治
乱
興
亡
な
ど
横
川
の
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と

で
、
た
ゾ
一
杯
の
酒
、
百
年
に
す
れ
ば
三
万
六
千
杯
の
酒
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の

で
あ
る
。
　
「
読
漁
父
辞
」
の
結
句
の
”
酔
顔
”
も
、
屈
原
に
重
な
り
合
っ
た
横
川

自
身
の
酔
顔
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
陽
気
な
と
い
え
ば
陽
気
な
、
悪
く
言
え

ば
デ
カ
ダ
ン
的
な
性
格
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
横
川
景
三
の
弟
子
の
景
徐
周
麟
の
手
に
な
る
「
夢
記
」
は
、
賢
者
た
る
横
川
の

横
顔
を
写
し
て
い
る
。
そ
れ
は
”
小
補
年
未
レ
及
二
不
惑
7
と
い
う
語
か
ら
、
応

仁
の
大
乱
以
前
、
即
ち
前
掲
の
「
丁
亥
元
日
試
筆
」
の
作
と
同
じ
頃
の
彼
を
物
語

る
文
章
で
あ
る
。

　
因
憶
、
二
十
年
前
、
小
補
年
未
レ
及
二
不
惑
一
、
而
吾
山
飛
島
湧
殿
未
レ
委
レ
地
、

　
大
衆
掛
二
名
籍
一
者
、
未
レ
減
一
一
千
人
一
。

と
、
乱
曲
の
ま
だ
叢
林
の
盛
ん
な
り
し
さ
ま
を
述
べ
、

　
上
而
鳴
ご
予
選
中
一
駆
詰
二
詩
文
一
、
下
而
少
年
侍
者
挾
レ
笈
奔
走
、
東
廊
下
囎
レ
風
、
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西
廊
下
吟
レ
月
、
互
指
二
其
名
一
日
、
某
也
善
二
絶
句
一
、
某
也
善
二
聯
句
一
、
某
也

　
四
六
、
某
也
散
語
。
汲
旨
々
芸
名
一
撃
、
猶
レ
汲
判
々
於
利
一
也
。
方
二
塁
時
一
、
小

　
補
生
而
妙
二
干
著
述
一
、
如
二
面
得
7
水
、
無
喰
能
出
二
王
右
一
者
上
。
前
輩
誉
宿
、

　
放
盟
二
頭
地
一
出
、
以
レ
故
逢
レ
場
稻
レ
首
、
封
レ
客
揮
レ
毫
、
益
出
塁
妙
、
隔
日
二
天

　
才
一
也
。

誰
そ
れ
は
絶
句
が
う
ま
い
、
聯
句
が
達
者
だ
、
い
や
誰
そ
れ
は
四
六
が
上
手
だ
、

散
語
が
堪
能
だ
と
噂
し
あ
う
禅
林
一
そ
れ
は
宗
教
道
場
と
い
う
よ
り
詞
場
と
呼

ん
だ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
一
で
、
横
川
は
著
述
と
揮
毫
の
天
才
と
称
せ
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、

　
小
補
未
二
以
レ
此
爲
7
足
　
。
斗
室
置
二
椅
子
一
坐
騨
、
一
段
大
事
因
縁
、
貼
在
二
鼻

　
尖
上
一
、
潜
鞭
密
錬
、
自
参
詣
究
、
而
有
レ
省
。

と
、
横
川
は
そ
う
い
う
風
評
に
満
足
せ
ず
、
孜
々
と
坐
禅
に
努
め
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
右
の
よ
う
に
粗
暴
の
述
べ
る
宗
教
人
横
川
と
、
前

掲
の
詩
に
表
現
さ
れ
る
デ
カ
ダ
ン
詩
人
と
の
二
重
性
で
あ
る
。
矛
盾
と
言
っ
て
も

い
い
。
彼
の
奔
放
な
詩
を
、
か
の
風
狂
の
一
休
の
『
狂
雲
集
』
の
如
く
解
す
る
な

ら
問
題
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
。
こ
の
問
題
は
し
ば
ら
く
宿
題
に
し
て
お
い
て
、
第

二
期
の
作
品
を
読
み
進
む
こ
と
に
す
る
。

第
　
二
　
期

　
応
仁
元
年
八
月
廿
四
日
、
横
川
は
友
人
の
桃
源
瑞
仙
と
共
に
京
師
を
出
る
。

「
題
横
川
關
」
に
は
じ
ま
る
『
野
離
東
遊
集
』
は
、
彪
大
な
彼
の
詩
文
集
中
の
圧

巻
で
あ
る
。
中
で
も
「
湖
上
逢
故
人
豊
艶
」
は
五
山
僧
の
紀
行
文
中
、
屈
指
の
作

品
と
言
え
よ
う
。
し
ば
ら
く
煩
を
い
と
わ
ず
、
原
文
を
断
片
的
に
混
え
つ
つ
紹
介

横
川
景
三
の
人
と
作
品

し
て
み
る
。

　
「
陸
路
か
舟
行
か
」
と
桃
源
に
撰
択
を
迫
ら
れ
た
横
川
は
、
躊
躇
せ
ず
に
舟
行

を
採
る
が
、
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
行
路
難
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
同
レ
舟
渡
者
五
六
人
、
有
二
脚
島
町
富
者
一
、
有
二
看
経
而
所
者
一
、
或
有
二
撒
レ
蓬

　
而
吟
、
叩
レ
舷
而
歌
者
一
。
猫
桃
源
酎
コ
寝
於
浪
花
之
中
一
耳
。

舟
中
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
の
様
態
を
写
し
て
い
る
が
、
桃
源
の
悠
然
た
る
寝
姿
が
印

象
的
で
あ
る
。
平
穏
な
船
旅
は
束
の
間
で
、
湖
上
で
遇
っ
た
一
釣
舟
に
お
ど
か
さ

れ
た
船
頭
は
舟
を
岸
に
繋
い
で
去
っ
て
し
ま
い
、
横
川
達
は
沙
上
に
不
安
な
一
夜

を
野
宿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
夜
が
明
け
て
も
船
頭
の
父
母
は
出
発
を
承

知
し
な
い
。

　
昨
暮
登
二
坂
本
一
、
而
今
朝
一
二
柳
草
一
、
演
習
レ
約
也
。
留
割
滞
干
此
一
、
立
待
レ
賊

　
乎
。
何
日
而
可
レ
往
哉
。
死
生
有
レ
命
。
錐
二
葬
毅
一
猶
有
二
不
レ
中
者
一
。
豊
以
二
行

　
李
一
編
二
余
行
一
乎
。
若
鷺
二
吾
約
一
則
還
レ
賃
、
否
則
如
レ
約
。

「
も
し
約
束
に
そ
む
く
ん
な
ら
金
を
返
せ
、
そ
れ
が
い
や
な
ら
契
約
通
り
に
し

ろ
。
」
と
い
う
横
川
の
激
し
い
語
気
が
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
。
船
頭
は
や
む
な
く

舟
を
出
す
が
す
ぐ
湖
賊
に
追
跡
さ
れ
、
腹
を
立
て
た
船
頭
は
舟
を
堅
田
に
寄
せ

て
、
又
も
や
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
。

　
余
與
一
一
桃
源
一
下
レ
舟
、
　
然
而
立
。
天
氣
快
晴
水
天
一
色
、
謄
レ
前
平
野
萬
丈
之

　
山
、
顧
レ
後
比
叡
三
千
之
院
、
隠
コ
顯
乎
平
湖
之
山
一
、
如
三
三
醜
之
封
二
明
鏡
一
。

　
既
而
夕
陽
西
下
、
人
影
在
レ
地
。
鷹
早
落
而
沙
平
、
魚
市
散
而
風
雲
。
疎
鐘
之

　
出
二
遠
寺
一
也
、
長
笛
之
三
二
漁
村
一
也
、
錐
二
漆
憾
言
境
一
、
不
レ
能
レ
過
焉
。
桃
源

　
笑
日
、
不
レ
逢
二
賊
船
一
、
安
得
二
如
レ
此
偉
観
一
。

対
句
を
巧
み
に
用
い
て
は
い
る
が
、
虚
飾
に
堕
し
て
い
な
い
。
怒
り
と
失
望
の
あ

八
九
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横
川
景
三
の
人
と
作
品

と
、
　
然
た
る
横
川
の
眼
に
う
つ
る
湖
畔
の
景
は
、
別
天
地
の
感
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
一
行
は
そ
れ
か
ら
徒
歩
で
船
頭
の
家
ま
で
辿
り
つ
き
、
垣
根
か
ら
盗
み
聞

き
し
て
み
る
と
、
船
頭
も
賊
の
一
味
で
あ
っ
た
。
横
川
と
桃
源
は
聯
句
し
て
夜
を

過
す
。
そ
の
翌
朝
、

　
桃
源
使
下
人
緩
レ
墨
銀
二
亡
師
一
以
行
り
賂
。
良
師
大
喜
誘
二
型
敷
人
一
、
護
二
面
舟
一

　
而
出
。

こ
れ
ま
で
私
が
桃
源
の
言
動
に
三
つ
の
傍
線
を
付
し
た
の
は
、
故
郷
へ
の
往
還
で

旅
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
泰
然
自
若
と
し
て
臨
機
応
変
の
処
置
を
と
る
桃
源
の

性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
桃
源
の
賄
賂
に
よ
っ
て
、
も
う
無
事
な

旅
が
出
来
る
と
思
い
き
や
、
今
度
は
強
風
が
出
て
、
船
客
は
頭
痛
と
嘔
吐
と
に
悩

ま
さ
れ
る
。

　
旺
、
士
之
廣
レ
世
、
窮
者
多
而
達
者
少
。
天
胡
爲
使
菖
吾
輩
榛
二
此
極
一
者
、
如
レ

　
此
甚
哉
。

違
約
の
船
頭
に
金
を
返
せ
と
怒
っ
た
り
、
湖
畔
の
風
光
を
瀟
湘
八
景
よ
り
す
ば
ら

し
い
と
大
げ
さ
に
ほ
め
て
喜
ん
だ
り
、
は
て
に
は
、
天
を
仰
い
で
歎
息
す
る
な

ど
、
横
川
の
振
幅
の
激
し
い
心
情
が
赤
裸
々
に
綴
ら
れ
て
い
て
、
桃
源
の
性
格
と

対
照
的
で
あ
る
。
船
頭
が
風
の
静
ま
る
の
を
待
つ
為
、
兵
主
と
い
う
地
に
舟
を
着

け
る
と
、
桃
源
は
こ
の
地
の
安
楽
寺
に
、
故
旧
の
月
翁
周
鏡
の
い
る
こ
と
を
思
い

出
す
。

　
余
日
、
寺
安
房
也
。
人
故
人
也
。
不
レ
可
レ
不
レ
往
。

荒
れ
る
天
を
恨
ん
で
い
た
彼
は
、
又
も
や
一
転
し
て
大
喜
び
。
寺
を
訪
ね
て
聯
句

作
詩
に
明
け
暮
れ
る
五
日
間
を
過
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
い
さ
さ
か
長
々
と
叙
文
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
後
に
、
月
翁
・
横
川
・

九
〇

桃
源
・
春
里
・
勤
公
（
桃
源
の
弟
）
の
七
言
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
横
川
の
作
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
お
さ

　
白
頭
　
乱
を
避
け
て
早
舟
に
心
し
　
　
　
　
　
　
白
頭
避
齪
悼
早
舟

　
風
雨
　
兵
前
　
草
木
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
雨
兵
前
草
木
秋

　
若
し
詩
を
論
ぜ
ず
ん
ば
湖
上
に
宿
す
と
も
　
　
　
若
不
論
輯
録
湖
上

　
何
の
面
目
有
り
て
か
　
沙
鴎
に
見
え
ん
　
　
　
　
有
何
面
目
見
沙
鶴

結
句
の
”
沙
鴎
”
の
語
は
、
杜
甫
の
「
旅
夜
々
懐
」
を
想
い
出
さ
せ
る
。
安
史
の

乱
を
避
け
て
華
屋
漢
の
草
堂
に
し
ば
し
の
安
住
を
得
て
い
た
杜
甫
は
、
厳
武
の
死

に
あ
っ
て
楊
子
江
を
下
り
、

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
名
は
豊
に
文
章
も
て
著
わ
れ
ん

　
官
は
応
に
老
病
に
て
休
む
べ
し

　
門
々
　
何
の
似
る
所
ぞ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
天
地
　
一
沙
鴎

と
詠
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
横
川
が
“
若
し
詩
を
論
ぜ
ず
ん
ば
…
…
”
と
肩
ひ
じ
張

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

つ
て
文
学
を
強
調
す
る
の
は
、
　
”
名
誉
文
章
著
”
と
文
学
の
才
能
を
心
弱
く
否
定

す
る
杜
甫
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
”
沙
鴎
”
の
語
は
『
革

装
黄
帝
篇
』
の
無
心
の
象
徴
た
る
蝦
藻
を
も
連
想
さ
せ
、
さ
ら
に
又
、
こ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

挙
げ
な
か
っ
た
勤
公
の
”
白
鳥
社
中
”
や
、
安
楽
寺
聯
句
百
韻
の
　
”
初
子
白
鴎

へ社
”
と
い
う
句
を
見
る
と
、
月
翁
の
友
社
の
名
が
”
白
鴎
”
で
あ
っ
た
事
を
推
測

さ
せ
る
。
従
っ
て
横
川
の
結
句
は
、
　
”
詩
を
論
じ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
て
月
翁
師

ら
盤
上
の
人
達
に
顔
を
あ
わ
せ
ら
れ
よ
う
”
と
い
う
意
味
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
私
は
、
第
一
期
の
横
川
を
論
じ
た
終
り
に
、
宿
題
を
提
示
し
た
ま
ま
こ

こ
ま
で
書
き
進
ん
で
来
た
が
、
叙
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
横
川
の
躁
欝
症
的
な
振
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幅
の
激
し
い
性
格
、
杜
甫
の
句
を
意
識
し
て
文
学
を
強
調
し
言
挙
げ
す
る
と
こ
ろ

か
ら
考
え
る
と
、
　
「
読
漁
父
辞
」
や
「
丁
亥
元
日
試
筆
」
に
表
現
さ
れ
る
横
川
の

方
が
彼
本
来
の
姿
で
あ
り
、
景
徐
の
「
夢
記
」
に
描
写
せ
ら
れ
た
横
川
は
、
師
を

尊
崇
し
宗
門
を
再
興
せ
ん
と
す
る
景
徐
の
意
識
が
創
り
上
げ
た
横
川
像
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
感
激
性
の
横
川
は
、
一
時
参
禅
華
道
に
励
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
。

　
五
日
間
、
安
楽
寺
で
心
身
を
休
め
た
一
行
は
、
京
の
空
に
火
の
手
の
揚
が
る
の

を
見
な
が
ら
路
を
進
め
て
、
や
っ
と
桃
源
の
郷
倉
の
慈
雲
庵
に
た
ど
り
着
く
。
ほ

ど
な
く
永
源
寺
内
龍
門
庵
に
移
り
、
こ
の
土
地
の
実
力
者
で
あ
り
文
人
で
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

小
倉
実
澄
の
庇
護
を
受
け
っ
っ
、
桃
源
は
「
史
記
抄
」
の
筆
を
進
め
、
横
川
は
風

雅
の
日
々
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
題
白
屏
風

　
鶴
膝
蜂
腰
　
墨
は
姻
に
似
れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
鶴
膝
蜂
腰
墨
似
姻

　
詩
を
論
ず
る
は
　
真
箇
　
禅
を
論
ず
る
に
勝
る
　
論
詩
眞
ケ
勝
論
脚

　
同
風
　
千
里
　
三
張
の
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
風
千
里
三
張
昏

　
わ
ら

　
早
う
に
堪
え
た
り
　
玄
準
準
だ
玄
に
到
ら
ず
　
　
堪
咲
玄
沙
未
到
玄

　
　
o
鶴
膝
蜂
腰
目
作
詩
上
の
八
病
の
一
　
〇
同
風
千
里
”
太
平
の
さ
ま
。
　
〇
三
張
紙
－
一

　
　
三
枚
の
屏
風
の
は
り
紙
。
三
生
は
張
載
、
張
協
、
富
里
の
晋
の
文
章
家
を
も
い
う
、

　
　
o
玄
沙
口
唐
の
高
僧
の
玄
旧
師
備
、
雪
峯
三
三
の
法
を
嗣
ぐ
。
　
「
五
三
三
元
」
玄
沙
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
に
”
師
一
日
僧
を
し
て
書
を
送
り
雪
峰
に
上
ら
し
む
。
峰
、
織
を
開
く
に
白
紙
三
幅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
見
る
。
僧
に
問
う
、
　
「
会
す
る
や
」
日
く
「
不
会
」
峰
碧
く
「
道
う
こ
と
を
見
ず
や
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
君
子
は
千
里
同
風
」
と
〃
あ
る
。

「
詩
も
文
字
も
下
手
だ
が
、
論
詩
は
論
禅
に
勝
る
」
と
言
い
、
暗
に
三
張
の
文
章

家
を
ほ
め
る
。
義
存
の
下
で
玄
旨
を
大
悟
し
た
玄
沙
を
、
　
”
未
レ
到
レ
玄
”
と
嘲
笑

横
川
景
三
の
人
と
作
品

す
る
の
は
逆
説
的
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
横
川
の
心
底
の
声
（
文
学
を
肯
定
す
る
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

想
）
を
表
す
も
の
と
私
は
解
す
る
。
彼
は
こ
の
頃
の
詩
の
中
で
よ
く
”
咲
う
”
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
手
に
展
ぶ
る
華
騰
　
一
笑
に
確
り
（
準
依
前
導
者
二
十
首
）

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
若
し
油
蝉
を
添
う
れ
ば
　
副
い
四
と
成
る
（
三
咲
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鼓
角
声
中
　
盃
を
挙
げ
て
卜
う
（
扇
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
急
に
沙
弥
を
喚
び
去
て
　
酒
を
沽
わ
し
め

　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
一
声
咲
破
す
　
飯
山
の
雲
（
同
所
レ
携
三
十
銭
爲
レ
余
買
二
濁
膠
一
）

　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
、
　
、

　
白
髪
の
残
下
底
咲
う
べ
し

　
身
は
乱
を
避
く
と
錐
も
　
口
に
詩
を
言
う
（
寄
景
仮
埋
蔵
主
）

”
咲
”
の
字
と
共
に
う
た
う
傍
線
の
句
を
読
あ
ば
、
横
川
は
乱
中
に
酒
を
飲
ん
で

は
笑
い
、
詩
を
吟
じ
て
は
笑
い
と
ば
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
句
か
ら

も
、
既
に
述
べ
た
彼
の
性
格
が
確
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

　
漸
偲
す
　
詩
に
京
樽
の
春
の
無
き
を
（
謹
依
吊
雲
和
尚
詩
興
）

と
、
横
川
は
自
分
の
作
品
に
都
ぶ
り
が
無
く
な
り
、
土
臭
く
な
る
の
を
漸
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
彼
の
詩
に
は
、
静
か
な
飯
高
山
に
住
し
な
が
ら
写
景
詩

は
殆
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
右
の
よ
う
な
観
念
詩
、
社
交
詩
、
題
詠
が
大
部
分
を
占
め

る
。
彼
は
、

　
自
謂
、
頗
學
嵩
得
道
場
之
風
一
　
。
而
及
二
使
者
入
ワ
門
、
形
馳
晩
照
、
生
亀
脱

　
筒
、
可
二
如
何
一
也
。
　
（
答
継
宗
派
公
侍
者
書
）

京
か
ら
の
使
者
が
手
紙
を
持
っ
て
来
る
と
、
そ
わ
そ
わ
と
生
亀
脱
冒
す
る
（
俗
情

が
生
ず
る
）
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
。
後
に
彼

が
師
の
瑞
渓
周
鳳
を
訪
れ
て
、
近
江
で
の
作
品
集
た
る
『
小
金
東
遊
集
』
を
見
せ

る
と
、
雨
渓
は
、

九
一
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横
川
景
三
の
人
と
作
品

（
横
川
）

　
子
、
三
十
年
出
コ
入
官
寺
一
、
三
二
旧
名
之
餌
一
、
三
二
射
利
之
二
一
、
三
二
三
三
之

　
所
ワ
取
也
。
今
也
天
下
騒
齪
、
去
二
子
粘
一
、
解
二
子
之
三
一
、
何
回
過
レ
之
。
　
（
寄

　
桃
源
詩
序
）

と
訓
戒
し
、
横
川
は
”
余
聞
レ
之
、
遍
身
汗
流
”
と
冷
汗
を
流
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
彼
自
身
も
文
明
元
年
二
月
に
書
い
た
『
小
皆
東
遊
集
』
序
で
、

　
余
自
レ
幼
入
レ
京
、
卜
居
三
十
余
年
、
文
字
海
而
釣
レ
名
、
人
我
林
而
猟
レ
利
、
萄

　
有
二
間
鐸
間
道
一
、
答
レ
書
斎
レ
蝉
以
レ
稲
、
豊
不
レ
悦
二
町
内
一
也
耶
。
丁
亥
歳
、

　
避
レ
齪
東
遊
、
二
二
食
置
江
之
飯
山
一
、
不
筥
敢
償
二
行
脚
債
一
也
。
於
レ
是
乎
、
水

　
邊
林
下
、
風
流
之
癖
、
未
レ
若
者
往
々
在
焉
。

と
、
京
に
あ
っ
て
は
名
利
を
あ
さ
り
、
似
而
非
の
禅
問
答
を
行
っ
て
心
に
惚
じ

ず
、
飯
高
山
に
寓
居
し
て
も
風
流
の
癖
は
治
ら
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
の
で

み
る
。
少
し
く
ど
く
な
る
が
、
言
置
の
「
小
酒
東
遊
集
后
叙
」
も
抜
葦
し
て
お
こ

う
。　

子
方
参
輝
爲
レ
務
、
何
暇
從
二
柄
衣
下
蒲
團
上
一
流
出
、
而
能
横
レ
花
籏
レ
錦
、
如
レ

　
此
研
麗
也
耶
。
爲
レ
道
日
損
、
損
レ
之
又
損
、
以
至
二
於
無
三
一
。
無
爲
而
無
レ
所
レ

　
不
レ
前
者
乎
、
可
レ
尚
也
。

　
　
お
前
は
参
禅
が
本
務
だ
の
に
、
ど
ん
な
暇
が
あ
っ
て
こ
ん
な
美
し
い
作
品
集
が
出
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
の
か
。
行
道
を
日
々
損
じ
、
徹
底
的
に
無
為
と
な
っ
て
、
自
然
と
出
来
た
詩
文
な
ら

　
　
掛
、
尚
い
の
だ
が
。

”
者
乎
”
は
、
文
勢
か
ら
疑
問
・
仮
定
の
意
味
に
、
私
は
解
す
る
。
こ
の
「
后
叙
」

も
、
近
江
時
代
の
横
川
が
、
禅
者
と
い
う
よ
り
は
文
人
と
も
言
う
べ
き
日
々
を
送

っ
て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
右
の
「
小
補
東
遊
集
三
三
」
の
後
に
次
の
一
篇
が
あ
る
。
そ
れ
は
応
仁
二
年
二

月
廿
三
日
に
三
三
周
回
に
託
し
て
岐
陽
の
萬
里
三
九
に
送
っ
た
も
の
で
、
こ
の
章

を
し
め
く
く
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
乱
裏
　
人
は
西
に
　
我
は
己
に
東
に

　
曽
遊
の
夢
よ
り
一
む
れ
ば
　
落
花
の
風

　
存
没
を
知
ら
ん
と
適
せ
ば
　
聯
句
を
看
よ

　
四
十
生
涯
　
一
禿
翁

「
四
十
歳
と
い
え
ば
、
孔
子
は
不
惑
と
言
い

と
述
べ
た

ら
醒
あ
て
落
花
の
風
に
吹
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
健
在
な
の
だ
。
」
結
句
の
一
里
芋
は
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

乗
や
、
か
の
愚
禿
親
書
の
語
を
想
起
さ
せ
る
。

駄
目
だ
が
、
聯
句
だ
け
は
…
…

こ
え
る
よ
う
で
あ
る
。

（
孟
子
公
孫
丑
上
）
。
と
こ
ろ
が
頭
の
禿
げ
た
私
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
ま
あ
私
の
聯
句
を
見
て
く
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
徳
の
具
わ
ら
ぬ
仏
者
を
意
味
す
る
一
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
の
わ
し
は
宗
教
者
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
」
と
い
う
自
信
あ
る
横
川
の
口
吻
が
行
間
か
ら
聞

第
　
三
　
期

　
　
謝
裏
入
西
我
己
東

　
　
曽
遊
夢
醒
落
花
風

　
　
辱
知
存
没
看
聯
句

　
　
四
十
天
涯
一
包
翁

（
論
語
爲
政
篇
）
、
．
孟
子
は
不
動
心

　
　
　
　
　
　
天
の
果
て
で
夢
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
文
明
四
年
、
四
十
四
歳
の
横
川
は
帰
京
し
、
細
川
勝
元
の
作
っ
て
く
れ
た
小
補

庵
に
住
す
る
。
以
後
の
作
品
集
『
京
華
集
』
は
希
世
の
名
づ
け
る
と
こ
ろ
。
瑞
漢

は
も
う
老
齢
で
、
こ
の
翌
年
に
は
八
十
三
歳
で
示
寂
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

横
川
の
こ
れ
以
後
の
文
学
は
、
希
世
霊
彦
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
度
景
徐
周
麟
の
「
夢
記
」
の
一
節
を
引
用
し
て
、
帰
京

後
の
横
川
の
一
面
を
瞥
見
し
て
み
た
い
。
近
江
か
ら
帰
洛
し
て
間
も
な
い
頃
、
二

人
は
模
花
道
場
の
路
上
で
ば
っ
た
り
逢
っ
た
。
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小
栗
謂
レ
予
日
、
　
「
匙
先
レ
是
在
二
螢
寺
一
、
執
下
蔭
二
極
則
一
者
上
、
砕
辞
零
零
、
前

　
年
十
二
月
十
九
日
、
在
二
曹
源
寺
一
入
浴
、
浴
後
東
二
脚
三
一
、
按
二
頭
上
一
案
庵
。

　
筒
二
渓
邊
古
松
一
而
立
、
如
レ
有
レ
所
レ
失
。
　
自
二
哺
時
一
及
二
昏
鐘
一
後
、
脚
布
蝕
滴

　
己
凍
、
寒
氣
自
レ
三
等
レ
踵
、
忽
然
大
悟
。
」

横
川
は
大
悟
の
体
験
を
景
徐
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
怪
漢
の
叱
責
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
、
一
大
勇
猛
心
を
起
し
て
修
行
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
独
断
的
な

私
見
は
さ
し
ひ
か
え
、
疑
問
の
助
詞
だ
け
を
付
し
て
お
こ
う
。

　
文
明
五
年
正
月
五
日
、
希
世
霊
彦
の
書
斎
の
酒
席
で
句
を
聯
ね
た
あ
と
、
次
の

よ
う
な
作
品
を
も
の
し
て
い
る
。
序
文
の
一
部
も
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
（
希
世
）

　
（
前
略
）
我
岩
栖
師
翁
、
乃
墨
者
之
太
山
北
斗
也
。
相
等
歳
正
月
初
五
、
恭
辞
二

　
床
下
一
。
蓋
以
賀
二
春
初
一
也
。
主
命
一
一
有
隣
一
、
就
二
其
書
室
一
置
酒
。
翁
笑
日
、

　
「
座
中
先
導
レ
酒
。
」
余
懸
レ
聲
日
、
　
「
嚢
底
又
添
レ
詩
」
翁
大
喜
。
（
中
略
）
呼
、

　
余
也
、
酸
寒
倹
随
、
拙
二
於
賦
詠
一
。
非
三
宝
賜
二
潤
色
一
、
則
豪
富
レ
此
哉
。
　
（
後

　
略
）

　
　
百
歳
　
人
間
の
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
聯
句
の
詩
に
　
如
く
は
塾
し

　
　
風
農
に
も
　
黒
煙
を
兼
ね

　
　
葉
雨
も
　
又
　
花
時

　
　
天
地
は
皆
　
吾
が
有

　
　
往
還
　
独
ホ
と
し
て
思
う

　
　
我
が
翁
　
洛
下
に
思
す

　
　
た
だ
　
　
ま
さ

　
　
祇
　
合
に
襟
期
を
話
す
べ
し

首
聯
は
”
欲
レ
運
上
存
没
一
将
二
聯
句
7

百
歳
人
間
受

益
如
聯
句
詩

風
農
兼
月
二

葉
雨
又
花
時

天
地
皆
吾
有

往
還
野
卑
思

我
里
居
洛
下

祇
合
話
襟
期

の
句
と
同
じ
よ
う
に
横
川
は
自
分
が
聯
句

横
川
景
三
の
人
と
作
品

に
並
々
な
ら
ぬ
自
信
と
好
尚
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

”
句
を
連
ね
て
お
れ
ば
、
風
の
吹
く
朝
で
も
月
夜
の
詩
情
に
ひ
た
る
事
が
出
来
る
”

と
う
た
う
。

　
『
補
篭
京
華
集
』
は
、
右
の
叙
文
に
述
べ
る
希
世
の
文
学
を
継
承
す
る
彪
大
な

詩
文
集
で
、
そ
の
作
品
を
読
み
通
す
時
、
退
屈
な
”
作
業
”
に
堕
す
る
こ
と
も
一

再
な
ら
ず
で
あ
っ
た
。

　
小
補
和
尚
、
携
二
言
座
草
案
一
戸
。
詞
レ
之
如
二
水
就
F
下
也
。
太
占
太
奇
。
（
日
録

　
文
明
十
九
年
九
月
三
日
遅
条
）

　
高
先
和
尚
拮
香
草
案
、
小
沓
持
レ
之
來
一
見
。
則
其
韻
九
十
九
字
、
太
長
也
。

　
（
日
録
長
享
二
年
三
月
廿
七
日
の
条
）

鹿
苑
相
公
三
＋
三
年
忌
之
陞
摩
礁
即
≒
古
今
鋼
轟
・
長
玉
座
響

　
至
レ
合
兄
童
走
卒
皆
識
レ
之
。
　
（
日
録
延
徳
三
年
正
月
廿
五
日
の
条
）

四
六
文
の
拮
香
法
語
や
陞
座
法
語
と
詩
と
を
同
日
に
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
右
の
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
長
文
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
風
潮

が
、
詩
の
世
界
に
ま
で
波
及
し
な
か
っ
た
と
は
断
言
出
来
ま
い
。
事
実
、
東
山
時

代
に
入
っ
て
か
ら
の
禅
僧
の
詩
文
集
は
、
『
京
華
集
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
梅

花
無
壷
蔵
』
に
し
ろ
『
翰
林
萌
薗
集
』
に
し
ろ
、
多
量
の
作
品
を
収
め
る
。

　
四
十
四
歳
か
ら
示
寂
す
る
迄
の
横
川
の
詩
風
は
、
殆
ん
ど
変
化
を
見
せ
な
い
。

司
馬
遷
が
”
詩
書
隠
約
は
其
の
志
の
思
い
を
遂
げ
ん
と
欲
す
る
也
”
（
史
記
、
太

史
公
自
序
）
と
述
べ
、
韓
愈
が
”
子
厚
斥
け
ら
る
る
こ
と
久
し
か
ら
ず
、
窮
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

こ
と
極
ま
ら
ず
ん
ば
、
人
よ
り
出
る
有
り
と
錐
も
、
そ
の
文
学
辞
章
、
必
ず
自
ら

つ
と

力
あ
て
以
て
必
ず
後
に
伝
え
ら
る
る
を
致
さ
ん
こ
と
、
今
の
如
く
疑
い
無
き
こ
と

能
わ
ず
”
　
（
柳
子
厚
墓
誌
銘
）
と
述
べ
た
よ
う
な
窮
状
は
、
内
面
的
に
も
外
面
的

九
三
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横
川
景
三
の
人
と
作
品

に
も
、
横
川
に
は
襲
っ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
の
作
品
を
読
み
通

す
こ
と
の
退
屈
さ
は
、
こ
こ
に
一
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
横
川
の
『
京
華
集
』
が
、
後
半
世
の
文
学
の
師
た
る
希
世
と
異
る
点
は
、
和
習

の
甚
だ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
希
世
も
常
光
院
尭
孝
邸
で
晩
桜
を
見
た
り
、
一
条
兼

良
の
和
歌
に
和
す
る
詩
を
作
っ
た
り
、
飛
鳥
井
雅
親
と
岩
群
に
遊
ん
だ
り
し
て
、

和
文
学
の
人
々
と
交
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
自
体
に
は
和
習
は
見
ら
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
　
『
京
華
集
』
は
、
師
の
瑞
既
納
鳳
に
も
ま
し
て
、
こ
の
傾
向
が

甚
だ
し
い
。
九
牛
の
一
毛
の
例
を
あ
げ
る
と
、

　
　
　
　
　
扇
　
面

　
　
　
　
ち
ょ
う

　
九
里
の
態
原
　
雲
樹
の
間

　
泉
河
　
鎖
さ
ず
　
夜
関
を
過
ぐ

　
岩
根
　
吹
き
落
す
　
浪
花
の
雪

　
四
月
　
風
寒
し
　
衣
借
上

　
　
〇
九
里
1
1
九
里
雲
松
と
い
う
松
が
西
湖
に
あ
る
。

こ
の
絶
句
は
、
　
『
古
今
和
歌
集
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
●

寒
し
こ
ろ
も
か
せ
山
”
に
量
っ
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

も
技
巧
も
和
習
の
強
い
作
で
あ
る
。

を
斥
け
は
し
な
い
。

る
な
ら
、
用
語
が
日
本
臭
で
あ
っ
て
も
、

で
あ
る
が
、
右
の
横
川
の
コ
扇
面
」
は
、

選
択
も
、
美
意
識
も
見
ら
れ
ぬ
凡
作
に
過
ぎ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
横
川
が
和
歌
に
言
及
す
る
時
、

　
　
　
コ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

九
里
越
原
雲
樹
間

む
　
　
む
　
　
コ
　
　
コ
　
　
コ
　
　
む
　
　
む

泉
河
不
鎖
夜
過
關

む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り

岩
根
吹
落
浪
花
雪

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

四
月
風
繍
衣
借
山

　
　
　
　
　
　
”
都
出
で
け
ふ
み
か
の
原
い
つ
み
川
　
川
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
灰
を
合
わ
せ
て
は
い
る
が
、
発
想

　
　
　
　
　
　
日
本
漢
詩
で
あ
る
以
上
、
私
は
頭
か
ら
和
習

日
本
人
作
者
の
詩
情
を
芸
術
味
豊
か
に
表
現
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
回
れ
た
作
品
な
の

　
　
　
　
　
　
　
対
象
の
凝
視
も
、
錬
り
ぬ
い
た
詩
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
古
今
歌
人
の
藤
原
家
隆
の
名
が

再
三
見
ら
れ
る
の
は
何
か
理
由
の
あ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
浦
　
鶯
　
此
以
下
二
首
、
勢
州
館
中
、
分
家
隆
歌
題

　
官
柳
錐
レ
春
一
鳥
無
　
　
謹
話
兵
馬
齪
二
曲
胡
一

　
鶯
々
分
レ
宿
鴎
沙
底
　
　
未
レ
使
三
江
内
入
二
選
圖
一

と
い
う
作
が
あ
り
、
文
明
十
八
年
に
彦
引
潮
興
に
書
き
与
え
た
扇
の
讃
に
は
、

　
　
　
　
　
高
砂
松
韻

　
夕
陽
芳
草
鹿
拗
々
　
　
言
入
二
高
砂
一
山
更
幽

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
唯
有
二
家
隆
歌
一
首
一
　
與
レ
松
白
雪
乳
到
千
秋

と
吟
じ
、
延
徳
二
年
七
月
に
作
っ
た
「
小
倉
随
縁
居
士
像
賛
」
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
尋
二
漢
人
譜
一
大
倉
く
公
　
　
分
二
倭
歌
髄
一
定
家
家
隆

と
い
う
句
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
後
考
に
侯
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
扇
　
面

　
鳩
　
華
表
に
鳴
き
て
源
平
を
定
め
　
　
　
　
　
　
鳩
鳴
華
表
定
源
平

　
筆
を
下
せ
ば
　
神
の
如
き
僧
覚
明
　
　
　
　
　
　
下
編
如
神
僧
遅
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

　
脆
き
て
願
書
を
奉
じ
　
兼
せ
て
箭
を
献
ず
　
　
　
脆
奉
願
書
耳
漏
箭

　
族
旗
　
雪
白
し
　
越
中
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
族
旗
雪
白
越
中
城

こ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
平
家
物
語
巻
七
の
「
木
曽
願
書
の
事
」
を
詠
じ
た
も
の
。

桃
源
の
『
史
記
抄
』
を
読
む
と
、
彼
が
平
家
物
語
を
盲
僧
か
ら
聞
き
な
が
ら
筆
を

執
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、

　
晩
來
小
止
和
尚
携
二
東
雲
侍
丈
一
來
。
謝
二
昨
宵
之
筆
意
一
。
有
レ
宴
、
時
上
原
封

　
馬
守
來
陪
レ
宴
。
小
言
福
二
俄
儀
一
、
且
語
二
平
面
一
。
　
（
日
録
長
享
二
年
正
月
十

　
五
日
の
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
横
川
は
宴
席
の
余
興
と
し
て
平
家
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

厳
粛
た
る
べ
き
俄
儀
さ
え
も
酒
宴
の
場
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
　
『
蔭
涼
軒
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日
録
』
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
泉
）
　
　
　
　
　
　
ー
ー

　
於
口
金
閣
一
有
レ
宴
。
三
身
横
川
、
景
徐
、
功
叔
及
愚
、
電
解
レ
衣
乗
レ
船
。
横
川

　
爲
二
言
子
一
、
尤
妙
二
干
水
手
一
、
或
螢
二
霊
歌
一
、
或
聯
レ
旬
、
實
一
個
也
。
　
（
中

　
略
）
院
主
、
月
翁
、
桃
源
之
三
老
在
二
上
座
一
。
横
川
自
レ
縁
戯
二
桃
源
一
壷
、
「
爾

　
何
色
、
青
醒
交
一
一
紫
衣
一
乎
。
」
一
座
呵
々
大
咲
。
　
（
日
録
、
長
享
二
年
五
月
九
日

　
の
条
）

と
、
五
山
の
高
僧
達
の
姿
を
記
し
て
い
る
。
た
ぶ
ん
金
閣
の
前
の
鏡
湖
池
に
舟
を

浮
か
べ
た
の
で
あ
ろ
う
、
横
川
は
船
頭
に
な
っ
て
巧
み
に
樟
を
操
っ
て
舟
歌
を
う

た
い
、
聯
句
に
興
ず
る
。
舟
か
ら
上
っ
て
は
、
酒
に
弱
い
桃
源
の
青
い
顔
色
を
か

ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
。
実
に
奔
放
な
横
川
の
姿
が
あ
る
。
横
川
の
文
学
上
の
弟

子
で
雪
折
し
た
彦
竜
里
雪
の
作
に
次
の
よ
う
な
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
和
月
嶺
試
筆
　
小
当
之
徒

　
道
徳
文
章
支
竺
桑
　
　
乃
翁
濯
レ
漢
曝
二
秋
陽
一

　
春
風
桃
李
皆
門
下
　
　
許
我
南
豊
一
辮
香

こ
れ
は
横
川
と
そ
の
門
下
の
道
徳
文
章
を
賛
え
る
七
絶
だ
が
、
右
の
月
嶺
と
い
う

少
年
僧
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た

　
請
一
一
横
川
和
尚
貼
一
、
乃
黙
二
五
首
一
出
レ
之
。
月
嶺
少
年
以
二
彼
校
割
一
渡
レ
之
。

　
往
者
皆
執
二
其
手
一
、
則
異
香
薫
徹
。
及
レ
蘇
皆
手
不
レ
能
レ
浴
、
令
二
人
鼻
。
之
。

　
（
日
録
、
長
享
二
年
五
月
六
日
）

と
い
う
よ
う
に
体
か
ら
芳
香
を
放
つ
美
少
年
で
、

　
往
二
小
補
一
則
有
二
酒
宴
一
。
歌
呼
之
聲
鶏
三
　
外
一
。
先
遺
レ
人
伺
レ
之
則
横
川
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
延
レ
愚
入
二
座
舗
一
。
宴
遊
書
レ
美
孟
レ
善
。
就
中
月
嶺
美
丈
、
回
雪
袖
得
二
其
妙
一

　
哉
。
　
（
同
九
月
廿
四
日
）

横
川
景
三
の
人
と
作
品

晰
嗜
か
諦
経
が
聞
こ
え
る
べ
き
禅
院
の
外
ま
で
歌
声
が
流
れ
、
善
美
を
尽
く
し
た

宴
席
で
、
軒
主
横
川
の
徒
の
月
嶺
は
美
し
い
舞
い
を
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
　
『
晩
涼

軒
日
録
』
の
描
く
か
か
る
華
美
な
、
酒
と
余
興
と
聯
句
と
に
明
け
暮
れ
す
る
禅
林

世
界
に
、
ど
っ
ぶ
り
と
っ
か
っ
て
い
る
横
川
の
晩
年
の
文
学
も
、
ほ
ぼ
推
察
出
来

る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
短
大
国
文
学
科
助
教
授
）

註
（
1
）
漢
文
教
室
八
十
四
号
（
昭
和
四
十
三
年
一
月
）
の
拙
論
「
絶
海
中
津
の
詩
風
」
参
照

　
（
2
）
横
川
は
「
奉
憶
北
禅
和
尚
」
と
題
し
て
、
北
斗
非
高
七
軒
禅
　
臥
雲
深
庭
是
吾
天

　
　
　
三
生
三
生
無
遺
恨
　
目
三
三
濡
三
十
年
と
詠
じ
て
い
る
。

（
3
）
漢
文
教
室
九
十
七
号
（
昭
和
四
十
四
年
七
月
）
の
拙
論
「
江
西
楽
派
の
詩
風
」
参
照

（
4
）
東
洋
文
化
第
二
十
二
、
二
十
三
合
併
号
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
）
の
拙
論
「
桃
源
瑞

　
　
　
倦
の
史
学
一
史
記
抄
を
中
心
と
し
て
一
」
参
照
。

九
五
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